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第６回　刑部人　端正なる空間と色彩
　画家の刑部人（おさか
べ じん 1906-1978）は、栃
木県下都賀郡家中村（現
在の都賀町家中）に生ま
れた。教育者であった父
の影響から、幼い頃から
絵画に関心を持ち、小学
校時代から川端竜子、鶴
田吾郎などの指導を受け
た。東京府立第１中学校
（現在の東京都立日比谷
高等学校）を卒業し、東
京美術学校（現在の東京
藝術大学美術学部）に入
学し和田英作に師事。在
学中に帝展に入選するなど早熟の才能を発揮した。美術学校を優秀な成績
で卒業した後、帝展、文展などに出品し、精力的に油彩作品を発表した。
　１９４０年からは東京高等工藝学校（現在の千葉大学工学部）で後進の指
導に力を注いだ。戦後は私淑した金山平三とともに日本各地を旅し、数多くの
風景を描いたことで知られる。日展審査員などを歴任し、公募点が有する芸
術的評価の向上を唱え、美術研究及び油彩教育を新たに開拓する必要性
を問い続けた。
　美術史家の高階秀爾氏は、刑部作品について「実際に風景を前にして制
作された作品が多く、芳醇な色合いや変化を捉えた光陰、穏和な雰囲気を醸
し出した上で眼前の空間を的確に描いている」と語る。
　晩年は、ペインティングナイフを多用した大胆な作風を展開した。没後、栃
木県立美術館で開催された刑部の企画展では「一見無造作に置かれたか
に見える絵具が、刻 と々移り変わる自然の色彩や質感を見事に描きだしていく
さまは、まさに刑部の独壇場」として、世代を超えて人気を集めた刑部芸術の
到達点について解釈したことが記憶に残る。
　刑部は風景画と静物画に自身の精神性や美学を傾注したと考えられる。
国内の美術館で所蔵されているキャンバス作品のほか、素描、水彩、スケッチ
ブックなどからは、四季折々の美しい風景や、机上の生命感を維持した静物
に対する愛着を感じることができる。
　新光苑美術館に収蔵されている《薔薇》は、小品ながら華麗な薔薇の印象を
強くし、端正なる空間と色彩を刑部流に表現した名作であると言えよう。深紅、
薄紅、薄紫、橙色、黄色の花弁と、深緑の葉を、人物像の絵柄が描かれた花瓶
が支える。色鮮やかな薔薇と対峙するかのような机上の線形装飾布と洋梨２
つ。茶系の背景が空間全体に安定感を与えることで、薔薇が際立つ効果を生
み出している。ペンディングナイフによる大胆な筆致と花弁の繊細な描写が、画
布上で好対照を為し、鑑賞者を魅了し続けている。ふと、フランス６人組、アル
テュール・オネゲルの「チェロソナタ ニ短調」が響き、薄紫の薔薇にカーテン越し
の光が当たる瞬間を想像してしまうのである。（Y）

参考：「刑部人」『日本美術年鑑』昭和54年版　　　　　　　　  
　　  「刑部人 日本美術年鑑所載物故者記事」（東京文化財研究所）
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学校法人
熊谷立正学園
認定こども園

森のある幼稚園にようこそ森のある幼稚園にようこそ

立正幼稚園は 令和元年度より
認定こども園 立正幼稚園 となりました

立正幼稚園は 令和元年度より
認定こども園 立正幼稚園 となりました

一
粒
の
麦
句
会

梅林堂箱田本店内ラグビー神社

刑部人《薔薇》油彩　F10

歴史的建造物の「根岸家長屋門」

気
仙
沼
市
立
気
仙
沼
小
学
校
訪
問
を
終
え
て

　

元
治
元
年
創
業
の
老
舗
菓
子
店

「
梅
林
堂
」箱
田
本
店
内
に
あ
る
ラ
グ

ビ
ー
神
社（
正
式
名
称「
寿
康
神
社
」）

は
、「
地
域
の
皆
さ
ま
、熊
谷
に
来
る
皆

さ
ま
に
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
神

社
」と
し
て
2
0
1
9
年
９
月
、

R
W
C
日
本
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ

て
建
立
。ガ
ラ
ス
製
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
型

の
ご
神
体
内
部
に
は
市
内
神
社
か
ら

天
手
力
男
命
が
分
霊
さ
れ
て
い
る
。ご

利
益
は
、開
運
、必
勝
、商
売
繁
盛
、無

病
息
災
、疫
病
退
散
、等
々
で
、春
と
秋

に
は
大
祭
を
執
り
行
う
。店
内
北
側

の一角
に
あ
る
同
神
社
は
誰
で
も
自
由

に
参
拝
す
る
こ
と
が
で
き
、買
い
物
と

合
わ
せ
て
お
詣
り
す
る
来
店
客
も
多

く
、集
ま
っ
た
お
賽
銭
は
熊
谷
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
寄
付
し
て
い
る
。

　

同
店
で
は
埼
玉
ワ
イ
ル
ド
ナ
イ
ツ
の

活
躍
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、選
手

を
迎
え
て
サ
イ
ン
会
な
ど
の
イ
ベン
ト

を
開
催
。ラ
グ
ビ
ー
ロ
ー
ド
店
で
は
熊

谷
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
る
試
合
の
日

に
、観
戦
後
に
徒
歩
や
自
転
車
で
帰
宅

す
る
ファンへ
、生
サ
ブ
レ「
や
わ
ら
か
」

1
枚
を
配
布
す
る
な
ど
ラ
グ
ビ
ー
タ
ウ

ン
熊
谷
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。（
R
）

ラ
グ
ビ
ー
神
社 

建
立
４
周
年

時
期　

令
和
６
年
初
春
予
定（
１
月
〜
）

（
詳
細
は
博
物
館
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

熊
谷
市
大
里
地
域
の
名
家
・
根
岸
家
は
、江
戸
時
代

末
期
か
ら
明
治
期
に
掛
け
て
友
山
・
武
香
の
親
子
が
活

躍
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。現
在
の
考
古
学
や
民
俗
学

の
研
究
を
進
め
な
が
ら
、多
く
の
資
料
を
収
集
す
る「
好

古
家
」と
し
て
近
代
日
本
の
学
術
発
展
に
貢
献
し
た
。今

回
の
企
画
展
で
は
、同
家
で
保
存
さ
れ
て
い
る
出
土
品
や

絵
画
な
ど
貴
重
な
資
料
が
特
別
展
示
さ
れ
る
。（
Ｙ
）

　

令
和
5
年
10
月
23
日（
月
）、気
仙
沼
小
学
校
訪
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。10
回
目
と
な
る
今
回
は
日
向
美
津
江
会
長
、吉
田
嘉
高
副

会
長
他
2
名
で
の
訪
問
で
し
た
。現
地
で
は
第
1
回
目
よ
り
埼
玉（
深
谷

市
）出
身
、気
仙
沼
在
住
の
小
山
敏
江
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
以
来
気
仙
沼
小
学
校
は
4
人
目
の
校
長
先
生
と
な
ら
れ
、第

48
代
目
の
小
野
寺
貴
子
校
長
先
生
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当
会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
義
援
金
20
万
円
を
会

長
よ
り
校
長
先
生
に
お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。現
在
の
児
童

数
は
2
2
8
人
。全
員
震
災
後
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
と
の
こ
と
。歳

月
の
流
れ
の
速
さ
に
驚
き
つつ
も
、街
並
み
も
こ
の
12
年
間
で
見
事
に
復

興
整
備
さ
れ
、穏
や
か
な
日
常
生
活
が
戻
って
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

校
内
の
ホ
ー
ル
で
は
2
年
生
全
員
が
集
合
し
、歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を

開
催
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。言
葉
の
リ
レ
ー
で
は
子
ど
も
達
ひ
と
り一

人
が
体
中
で
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
全
員

合
唱
で「
ま
た

会
お
う
」を

歌
って
く
だ
さ

り
、子
ど
も

達
の
明
る
い

歌
声
に
感
動

し
た
訪
問
で

し
た
。（
M
）

國
學
院
大
学
博
物
館
企
画
展

好
古
家
の
実
相 

ー 

北
武
蔵
冑
山
村
根
岸
家
伝
来
の
文
化
財 

ー

　

10
月
21
日
、22
日
、熊
谷
唯一の
造
り
酒
屋
の
権
田
酒

造
株
式
会
社
で「
第
34
回
日
本
酒
を
楽
し
む
集
い
」が

開
催
さ
れ
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
4
年
ぶ
り
と
な
る
開
催
を

待
ち
わ
び
て
い
た
1
0
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が
全

国
各
地
か
ら
集
い
、利
き
酒
や
酒
宴
を
楽
し
ん
だ
。一昨

年
か
ら
後
継
者
の
若
い
兄
弟
が
中
心
と
な
って
酒
造
り

を
行
って
い
る
こ
の
蔵
で
は
、酒
質
の
向
上
や
新
し
い
味

わ
い
の
創
出
に
向
け
て
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い

る
。賞
を
頂
く
機
会
も
増
え
輸
出
も
始
ま
っ
た
。そ
ん

な
日
本
酒
の
幅
広
さ
や
奥
深
さ
と
、酒
縁
の
繋
が
り
を

味
わ
え
る
心
地
良
い
会
で
あ
っ
た
。日
常
生
活
が
戻
り
つ

つ
あ
る
中
、こ
う
し
た
交
流
の
場
が
も
っ
と
増
え
て
いっ

て
欲
し
い
と
願
う
。（
Ｇ
）

「
直
実
」
の
蔵
元
で
「
日
本
酒
を
楽
し
む
集
い
」

　
２
０
１
３
年
１
１
月
３
０
日　

於 

： 

立
正
大
学（
熊
谷
）講
堂「
北
部
地
域
N
P
O
等
交
流
会
」

市
村
前
町
長
が
基
調
講
演
で「
協
働
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」を
講
演

小
麦
の
会
の
日
向
会
長
が
事
例
発
表
で
く
ま
が
や
小
麦
の
会
の
活
動
を
発
表
し
た
。

前
小
施
町
町
長 

故 

市
村
良
三
氏
と
く
ま
が
や
小
麦
の
会
の
思
い
出

　

2
0
2
3
年
7
月
24
日
、作

家
森
村
誠
一
氏
が
90
年
の
生

涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。熊
谷

生
ま
れ
の
森
村
誠一氏
は
生
涯

4
1
3
作
品
を
生
み
だ
さ
れ

ま
し
た
。そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
推

理
小
説
、社
会
派
小
説
、歴
史

小
説
、ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
、エッ

セ
イ
、写
真
俳
句
、詩
と
何
で

も
書
け
て
し
ま
う
、フ
リ
ー
ジ

ャ
ン
ル
作
家
、そ
れ
は
松
本
清

張
以
来
か
も
し
れ
な
い
ね
と
、

ご
本
人
も
おっ
し
ゃって
い
た
そ

う
で
す
。一ヶ
月
最
大
12
本
の

連
載
を
執
筆
し
て
い
た
事
も

あ
る
そ
う
で
す
。そ
の
時
は
1

日
12
時
間
執
筆
に
費
や
し
、書

斎
に
あ
っ
た
3
台
の
机
を
、1

台
は
推
理
小
説
、1
台
は
歴

史
小
説
、も
う
1
台
は
エッ
セ

イ
・ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョン
用
と
さ

れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
机
の
前
に
座

る
と
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
お
っ

し
ゃって
い
た
と
の
こ
と
。

　

熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
、

郷
土
資
料
展
示
室
に「
森
村
誠

一
文
芸
の
館
」が
あ
り
ま
す
。

2
0
1
6
年
、森
村
氏
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
4
0
4
タ
イ
ト
ル
、

約
1
5
0
0
点
の
ご
自
身
の

本
を
展
示
し
ま
し
た
。氏
の
希

望
に
沿
い
、書
斎
風
に
コ
ー
ナ
ー

が
作って
あ
り
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
3
月
リ
ニュー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、少
し
広
く
な

り
ま
し
た
。書
籍
も
発
刊
さ
れ

た
書
籍
を
そ
の
都
度
足
し
、

郷
土
の
生
ん
だ
偉
大
な
作
家
森
村
誠
一
氏
を
偲
ん
で

4
1
3
タ
イ
ト
ル
全
て
網
羅

さ
れ
て
い
ま
す
。机
は
森
村

氏
の
使
っ
て
い
た
机
に一
番
近

い
も
の
を
購
入
し
、椅
子
は

実
際
森
村
家
の
書
斎
で
使
わ

れ
て
い
た
椅
子
を
も
ら
い
受

け
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

壁
に
並
ん
だ
本
の
数
に
圧

倒
さ
れ
ま
す
。そ
れ
が
全
て

森
村
氏
の
執
筆
し
た
も
の
だ

と
い
う
事
実
に
は
も
っ
と
圧

倒
さ
れ
ま
す
。本
だ
け
で
な

く
、小
説
を
書
く
前
に
、構

想
を
練
っ
た
ノ
ー
ト（
プ
ロ
ッ

ト
と
い
い
ま
す
）も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、そ
の
細
か
な
構

想
、人
物
設
定
等
々
、素
晴

ら
し
い
で
す
。

　

熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館

3
階　

郷
土
資
料
展
示
室

「
森
村
誠
一
文
芸
の
館
」に
訪

れ
、郷
土
の
偉
大
な
作
家
森

村
誠
一
氏
を
是
非
身
近
に
感

じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｏ
）

 

熊
谷
も
夕
日
ま
ば
ゆ
き
雲
雀
か
な

陽
炎
や
む
つ
ま
し
げ
な
る
つ
か
と
塚

十
薬
の
垣
根
続
き
や
百
姓
家

若
笹
の
葉
よ
り
も
青
き
鱒
あ
そ
ぶ

水
濡
れ
の
鴨
よ
富
士
襲
う
か
吾
を
襲
う
か

　

熊
谷
市
内
の
神
社
仏
閣
等
に
は
、
俳
聖
芭
蕉
の
句

碑
が
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

右
に
挙
げ
た
句
は
、
江
戸
時
代
か
ら
今
日
ま
で
の

俳
句
を
牽
引
し
た
作
家
た
ち
が
、
熊
谷
で
詠
ん
だ
作

品
で
す
。
熊
谷
と
い
う
俳
句
の
素
地
の
あ
る
地
に「
く

ま
が
や
小
麦
の
会
」
の
活
動
の一つ
と
し
て
「一粒
の
麦

句
会
」
が
発
足
し
て
、
ま
る
4
年
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
間
の
コ
ロ
ナ
禍
、
メ
ー
ル
に
よ
る
句
会
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
来
年
か
ら
は
対
面
の
句
会
を
増
や

し
て
、心
機一転
吟
行
句
会
も
、と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

飛
鳥 

蘭

対
面
句
会
予
定
日　

令
和
6
年
2
月
17
日

　
　
　
　
　
　
　
　

木
曽
路　

11
時
〜
14
時
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市村良三町長と会長

市村町長宅でビール乾杯
北斎館 市村家の畑だった土地に建設した。
傍らにそびえるメタセコイア大木は、市村町
長が幼いころ、この近くで遊ばれたと伺った。

人口1万2000人の小布施は年間観光客
110万人が訪れる観光客を実現した

2014年５月20日
くまがや小麦の会は
４３名のバスツアーで
小布施町を訪問

埼玉県主催「北部地域街づくり交流会」

　
　蕪

村
一茶虚

子
青
邨

兜
太


